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２）日本の株式・債券市場

≪株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で上昇しました。
週初は、日銀の追加金融緩和策の決定などを背景に買いが優勢となり、大幅
上昇となりました。その後も、新型コロナウイルスの治療薬の開発期待感か
ら大きく上昇し、およそ２ヵ月ぶりに２万円台を回復しました。週末は、米
経済指標の悪化を受け下落となったものの、週間では上昇となりました。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊1 ▲はマイナスを表します。 ＊2 労働節で５月１日は休暇のため、上海総合指数は４月30日のデータ。

１）先週の市場動向
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≪ 株式 ≫
米国株式市場（ＮＹダウ）は前週末比で横ばいとなりました。
週前半は、外出規制の緩和や治療薬開発の報道などから、経済活動再開へ
の期待感から上昇となったものの、週末は、低調な経済指標から新型コロナ
ウイルスの経済への悪影響が改めて認識され下落しました。

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成

４）外国為替市場
≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
日銀の国債買い入れ積極化の方針を受け、週前半は買いが優勢となりました
(利回りは低下)。週末は、前日の米国債券が下落した流れを受け、売りが優
勢となり(利回りは上昇)、週間では前週末比でほぼ横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて
欧米を中心に新型コロナウイルスの新規感染者数の増勢が和らぎつつあり、
経済活動の早期再開への期待感の高まりなどを背景に、先週の株式市場は、
国内株式市場は前週末比で上昇、米国株式市場は週前半は経済活動再開への
期待感から上昇するも、週末に公表された低調な経済指標を受け週末に下落
したことから、前週末比でほぼ横ばいとなりました。
5月4日に、全都道府県を対象に5月31日まで緊急事態宣言が延長されまし
た。安倍首相は、期間満了を待たずに緊急事態を解除する可能性を示す一方、
長期戦を覚悟する必要があると述べており、引き続き国内における感染者数
の動向が注目されます。また、製薬会社の抗ウイルス薬の開発状況にも注目
が集まりそうです。
今週の株式市場は、引き続き国内および世界における新型コロナウイルス
感染者数の動向や、経済活動の早期再開に向けた各国の対応や政策の効果、
治療薬の開発状況などを見極めながら、一進一退の展開となりそうです。

米ドル/円相場は、前週末比で円高米ドル安となりました。
新型コロナウイルスをめぐる米中対立懸念を受けたリスク回避目的の円買い
米ドル売りが優勢となり、円高米ドル安となりました。対ユーロは、欧州中央
銀行が量的金融緩和の現状維持を決定したことから円売りユーロ買いが進みま
した。

３）米国の株式市場
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※5/4～5/6の海外市場については、5/11に記載します。



3/3

ニッセイアセットマネジメント株式会社

コールセンター 0120 ‒ 762 - 506（受付時間：営業日の午前9時 ～ 午後5時）

ホームページ https://www.nam.co.jp/

商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社

金融商品取引業者

関東財務局長（金商）第369号

＜設定・運用＞
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• 当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。
• 当資料のいかなる内容も将来の市場環境等を保証するものではありません。
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